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ロータリーは希望をもたらす

1986－87年I堅

RI会長M.A.T. カノ
No.16 ラフ

第210回例会昭和61年10月21B(火） 晴
へ

天に通ふ名をさ＝、かけてたなばたの

紅葉の橋はこれかとぞ思ふ

伴蕊践

◇“我等の生業
◇出席報告

会貝 57名 出席41名

出席率 71．93％

前回 10月14日 （修正出席率) 100%

◇ビジター紹介 3名

◇お誕生日祝福

宮尾夫人（11/2）

◇ニコボックス

水野民也君10月10日付にて文部大臣賞を

頂きました。地区大会代表として、表彰状を

頂きました。

太田 茂君麻雀会で優勝しました。あり

がとうございました。

新美 敢君ごぶさたしました。転居した

のでよろしく。

矢野勝久君 lal:'国国民党馬樹憩秘書長のご

招待により中華民国双一'一国慶節に参加するた

め、一週間台湾訪問しました。また、愛知県

公文群公開審査会の会長に選任されました。

原富士雄君今日早退させていただきます。

宮尾紘司君夫人誕生日祝い。

真下勝利君、小池宗君、成田良治君
笹野義春君、渡辺辰夫君結婚記念日祝

い。

◇青山幹事報告

1． 本日例会終了後、理事役員会を開催いた

します。理部役員の方は、 2盟梅の間にお

集まり下さい。

◇加藤(敏)会長挨拶

ふかい谷底から、水の音がしてくる。東福

寺の方丈と開山堂との間の流れの谷を洗玉澗

と言います。この谷には開山の聖一・国師が、

宋の国より移したという三つ葉で黄金色に染
まる楓が有名です。黄に赤、約二千本の楓が
谷間をうめつくし通天紅蕊といいます。

◇第260地区年次大会報告 野村義雄君

10月18日 「会長聯砺会J

於上田商工会議所
第1部

’・塚田ガバナーによるRI会長代理の紹介

2. RI会長代理清水幸彦氏（釧路RC)挨

拶

3．大会決議案審議。奥沢俊一氏(260地区

パストガパナー）より、ガバナーノミニー

の選出について、指名委員会が推奨する方

針は、分割後も変えないとの趣旨説明あ瓜
承認された。

第2部

シンポジューム「拡大と増強について」
1．職並定男氏（259地区パストガバナー）

退会者のないクラブの増強が望ましい。

入会後3年位の退会者が多いが、クラブ側

も反省すべき点が多い。内部充実を図り3
妬は増強して欲しい。

2．奥沢俊一氏

人口’万人当たりのロータリアンは全日

本平均で8．2名である。愛知蝋では、 7．2

名、長野県では9~7名であり、名古屋市で

は67名、長野市8．4名と名古屋は少ない。

3． 奥谷博俊氏（拡大増強委員長）

過日東京で行われた拡大増強セミナーで、

増強の基本理念は何かが問われ、 「皆にロ

ータリーを分かち与えよう」と言う考えが

基本であるとされた。只会員を増やすだけ

ではなく、魅力あるクラブにする事が必要

である。

第3部
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2． 米山協力者

3． 米山功労者

4‐ 米山功労クラブ

5． 米山功労法人

6． 米山特別功労法人

7. 1,000万円達成クラブ

2,000万円達成クラブ

米山奨学会の免税措置については、法人税

法、所得税法による試験研究法人に該当する

旨の再認可を与えられました。

ロータリー財団寄付金に比べて、米山奨学

会は、あまり寄付されていません。

ぜひ皆様のご協力をよろしくお願いいたし

ます。

ポリオ・プラスキャンペーン「スライド」
上映 司会塚田ガバナー

福田浩三氏説明

WHO･ユニセフにロータリーが参加し、

2005年（ロータリー誕生100年目）迄に絶

滅しようと考えている。 1億人にワクチン

を必要母投与すると1"2,000万ドルを要

し、その20粥（40億円）を日本が分担し、

その半額を大口寄付で賄い、半額を10万人

のロータリアンが2万円宛（4年分割も可）

負担し、絶滅を期したいと説明、提案あり、

質疑応答の結果承認された。

その他

1． 地区分割について。塚田ガバナー

地区分割委員会が、愛知県、長野県に分

かれて検討中で逐次ガバナーズレターに報

告するとのこと。

2． 地区史編集報告

分割されることと鞍ったので、正確に記

録を残したく、来年6月30日迄にまとめた

い。本件賛成多数

へ

10月19日地区大会於上田市民会館

参加者 2，821名で盛会であった。

塚田ガバナー、RI会長代理の挨拶に引き

続き、諸行事あり。

尚、 276地区ガバナーノミニーは半田RC

田中徹氏が選ばれ、来年は半田ロータリー

クラブ巻ホストとして、地区大会が開催さ

れることと葱った。

又、大会決議案は承認された。

以上

奉仕の歩詞を運め室しとう

（情報抄録より）

◇10月度理事役員会

1． 年末会員家族懇親会の件

12月13日出愛知厚生年金会館

親睦活動委員会に一任

◇住所変更のお知らせ

会員 新美敢君

自宅 〒467

名古屋市瑞穂区上山町3－28

TEL 834-4197

◇例会変更のお知らせ

名古屋中RC 11/10(HIF.S・Mの為、PM

6;00より

名古屋南RC 11/12脚例会場の都合の為、

熱田神宮会館にてPM12:30

より

豊山一城北BC 11/18脚夜間例会の為、P

M6:00より

名古屋東南RC 11/27肘夜間例会の為、 P

M6:00より

◇次回例会(10月30B)

F.S.M， 松楓閣にてPM6:00より

◇次々回例会（11月4日）

第260地区ロータリー財団委員会

大隅孝一委員長（紹介新美君）

◇米山月間にちなんで

日本のロータリーが力を入れている国際奨

学事業が3つあります。第1に、 ロータリー

財圃奨学金による学生の海外への派遣、第2

に、青少年の国際交換、第3に、米山奨学事

業です。 この中で米山奨学金は、私費留学生

を対象とする、民間最大の､本格的噂国際奨学

事業です。

ロータリー米山記念奨学会は、昭和28年に

発足しました。主としてアジアのRCの所在

する国から、勉学、研究のため来日し、 日本

正規の学校、研究所に在籍する外国人に対し

て、①奨学金の支給、⑨奨学生に対するカウ

ンセリング、③医療費補助、学会出席の旅費

支給を行葱います。

寄付金は、普浬寄付金と特別寄付金の二種

類があります。

個人、 クラブまたは、法人の特別寄付に対

して、次のようぽ表彰制度があります。

l. 準米山功労者
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